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網膜動脈閉塞症と全身疾患

小暮  諭,飯島 裕幸
山梨医科大学眼科学教室

要  約
網膜動脈閉塞症 (網膜中心動脈閉塞症,網膜中心動脈分枝閉塞症,毛様網膜動脈閉塞症)36例 37眼 について,
全身性疾患との関連性に重点をおいて,レ トロスペクティブな検討を行った。全身性基礎疾患として,高血圧
症が最も多 く58%に みられた.な んらかの心血管障害をもつものは半数にみられ,そ の内容として,虚血性心
疾患,弁膜症,心房細動,内頸動脈閉塞症,左房粘液腫などがみられた。また糖尿病は17%,高脂血症は8%
にみられた。脳梗塞を合併 したものは25%であった。発症頻度は網膜動脈閉塞症全体では眼科外来初診患者数
500人 に対 して 1人,網膜中心動脈閉塞症にかぎってみると,千人に 1人であった。年齢は60歳代にピークをも
ち,高齢発症の傾向がみられた.男性が女性に比べ 2倍の頻度であった.患側では左眼に比べ右眼が多かった。
病型では網膜中心動脈閉塞症19眼,網膜中心動脈分枝閉塞症16眼 ,毛様網膜動脈閉塞症 2眼であった。(日 眼会
誌 95:67-72,1991)
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Abstract
The records of 36 patients (3? eyes) with central retinal artery occlusion (CRAO, 1g patients, 19

eyes), branch retinal artery occlusion (BRAO, 15 patients, 16 eyes), and cilioretinal artery occlusion
(CIAO' 2 patients, 2 eyes) were reviewed with respect to underlying systemic disorders. Hypertension
was the most common disorder (58%). Halt of the patients had cardiovascular disorders including
ischemic heart disease, valvular disease, atrial fibrillation, internal carotid artery obstruction, and
atrial myxoma. Seventeen percent of the patients had diabetes mellitus, and, 896 had hyperlipemia.
Cerebral infarction was detected in a quarter of the patients. The incidence of the disease was one
CRAO patient per 1,000 outpatients. Age distribution showed a peak in the seventh decade. Men were
twice more frequently affected than women. Right eyes were more commonly involved. (Acta Soc
Ophthalmol Jpn 95 : 67-72, lggll
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I緒  言

網膜中心動脈閉塞症をはじめとする網膜動脈閉塞症

は,高血圧,動脈硬化,心疾患,代謝性疾患,血液疾

患等全身性疾患を基礎疾患 として持つ ことが多

ぃ0～ 3)。 このような基礎疾患の存在のために脳梗塞を

合併することも少なくなく
4)5),ま た本症患者の平均余

命は短いという報告もある
3)6)。 このような見地から,

実際の眼科臨床においては,本症により障害された視
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機能の回復をめざすのみならず。本症の基礎にある全

身疾患の検索を行い,他科への紹介を含めた適切な指

導が.患者の利益にとって重要である.

今回,山梨医科大学付属病院開院以来眼科を受診し

た本症患者について,主に全身疾患との関連性に重点

をおいて検討を行ったのでその結果を報告する。

II 対象及び方法

昭和58年 10月 より平成元年 2月 までの 5年 5カ 月の

表 1 症例の臨床データ
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BRAO:網膜動脈分枝閉塞症,CRAO:網膜中心動脈閉塞症,CIAO:毛 様網膜動脈閉塞症,
HT:高血圧症,IH:虚 血性心疾患,DM:糖 尿病,HL:高脂血症,RA:慢性関節リュウマチ,
TB:肺結核症,AF:心 房細動
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期間に当科を受診した網膜中心動脈閉塞症 (CRAO),

網膜中心動脈分枝閉塞症 (BRAO)お よび毛様網膜動
脈閉塞症患者 (CIAO)36例 37眼を対象とした。

対象患者の年齢,性別,病型,患側に加えて全身疾
患の有無,全身検査結果に関して病歴をレトロスペク
ティブに検討した。

III 結  果

症例の臨床データーは表 1の ごとくである。

1.全身疾患との関連

眼科病歴および当院他科診療録に記載された全身疾

患の内訳を表 2に示す。高血圧症が最も多く,21例 58%

にみられた。なんらかの心疾患を有するものは18例

50%と 高頻度にみられ,その内訳では虚血性心疾患が
12例 と最も多かった。その他,心房細動,心臓弁膜症 ,
左房粘液腫,心ペースメーカーを埋め込まれたものな
どがあった.ま た全身の主幹動脈異常として内頸動脈

閉塞症や上腕動脈閉塞症などがみられた。 これらはい
ずれも網膜動脈閉塞 と同側であった。糖尿病は 6例

17%,高脂血症は 3例 8%にみられた。40歳以下の若
年発症例 5例中 1例は妊娠例, 1例は左房粘液腫が発

見されたが他の 3例 については明らかな基礎疾患は証

明できなかった .

血液検査結果の得られた症例での異常所見の頻度を

表 3に示す.最 も多かった血液検査の異常は A/G比
の異常で13例 42%で低下していた.ヘマ トクリット値
は 5例 17%が低値を示したが,高値を示したものはな
かった。

脳梗塞の既往を持つ者は 7例で, さらに脳梗塞の既

往の無い 6名 に対して行った CT検査の結果 2各に脳
梗塞が発見されており,合計すると9名 25%に脳梗塞
が合併していた。

2.発症頻度

今回の検討では 5年 5カ 月 (5.4年間)の間に網膜動

脈閉塞症36例が受診した。このうち 2例 (症例番号23

と26)は陳旧例であり,新鮮例は34例で年間平均6.3人
であった。 この間の当院眼科初診患者数は約17,000人
であるので,外来初診患者約500人に 1人の割合にな
る。CRAOにかぎってみると17例で外来初診患者約
1,000人 に 1人の割合である。

3.年齢,性別

年齢性別の分布を表 4に示す。男女ともに60歳代の

発症が最も多い.さ らに50歳以上の発症が全体の83%

を占めており,高齢発症型であることが明瞭である。
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表 2 全身疾患の既往
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1 (3)
9 (25)
1 (3)

i:| 36  (100)

表 3 血液検査結果

検査総数 (人 )

総蛋自の低下

A/G比 の低下
トリグリセライドの局値

総コンステロールの高値

フィブリノーダンの局値
ヘマトクリツトの高値

ネ

Л

ａ

”

∞

η

”

ネヘマトクリットが低値を示したものは5例 17%にみられた

表 4 患者の年齢,性別分布
(人♪

計

ｍ

即

∞

Ю

“

∞

Ю

∞

歳代)

計

一方40歳未満の若年層にも5例,14%と 少なからず発
症がみられる.性別では男性24名 に対して女性12名 と
2倍の頻度で男性に多くみられた。
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4.患側および病型

患側では,右眼23,左眼14と 右眼に多い。 1例は両

眼に BRAOを発症したものである。病型については,

CRA0 19眼 ,BRA0 16眼 (15例 ),毛 様網膜動脈
(CIAO)2眼であった。また BRA0 16眼 のうち上耳側

動脈の閉塞は 5眼,下耳側動脈は10眼であった (1眼

は不明 )。

IV 考  按

網膜動脈閉塞症患者を眼科医として診療する際,ま

ず視力回復を目的として,さ まざまな治療法を試みる.

しかし本症を発生させる要因の多くは眼球外に存在す

ることを考慮すると,視力回復のための治療とならん

で,原因究明のための全身検査が重要であろう.その

ような検索によって,重篤な器質的病変の発見される

ことがある。

網膜動脈閉塞症に合併する主な疾患としては高血圧

症,虚血性心疾患,脳血管障害,糖尿病が主なもので

ある。 これらの頻度について国内外の統計を我表の
データに加えて表 5に示す,動脈閉塞症は高齢者に多

く, これらの全身疾患も高齢者に多いことを考えると

当然と思えるかもしれない。 しかし,厚生省の国民健
康調査による有病率

8)か ら,表 4に示された今回の対

象者の年齢構成を配慮して求めた各全身疾患の期待値

を表 6に示したが,いずれの疾患の合併数も期待値を

大きく上回っており,本症においては,高血圧,虚血

性心疾患,脳血管障害,糖尿病の合併が高率であると
いえる。

次に網膜動脈閉塞症に合併する疾患として,特異的
なものについて検討してみる。Goldら 9)は CRAOの

原因として,網膜中心動脈自体の動脈硬化に伴 う血栓

性閉塞 と並んで,塞栓による閉塞が重要であり,その

塞栓の由来として心臓由来のものと頸動脈由来のもの

が高頻度であると述べている.今回の検討でも基礎疾

患として,高血圧に次いで,心血管異常の占める頻度
が高かった。このうち虚血性心疾患は動脈閉塞症の直

接の原因というだけでなく,む しろ同じ動脈閉塞性の

基礎疾患から生じた結果でもあると考えられる。しか

しそれ以外に心臓弁膜症,心房細動,心臓粘液腫など

心臓由来の塞栓を生じる器質性病変が発見された例が

みられた。Appenら 1)の統計では CRAOを発症した40

歳以上の44例中10例 (23%)は心臓弁膜症を有してい

た。今回の検討では弁膜症が発見されたのは 2例であ

り,そ の他,心臓粘液腫が 1例 (こ の症例はすでに報
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表5 網膜動脈閉塞症に合併する全身疾患

15(%)

67

28

報告者

Appenl)

中尾5,

亀田7)

小暮

表 6 高血圧,虚血性心疾患,糖尿病,脳血管障害
の期待値と実測値

実測値

高血圧症

虚血性心疾患

糖尿病

脳血管障害

*期
待値は文献の各年代有病率を表 4の各年代別人数に乗じ

てその和を1000で割って求めた。
群脳梗塞 9例 と脳出血 1例 (症例18)を含む

告した 1° )。 ),心房細動が 3例に発見された。これら心疾

患の発見のためには心電図検査と並んで,心エコー検

査が必要であると考えられる10)11)。

心臓 と並んで眼への塞栓の発生部位として,頸動脈

病変が重要視されている。今回の調査中,明 らかな内

頸動脈閉塞症が発見された 1例についてはすでに詳細

に報告したごとく
12),CRAO発症以前に一過性暗黒発

作を繰 り返しており, また眼虚血症候群様の症状を呈

したため,あ えて頸動脈造影を施行して発見されたも

のである。他の症例に対しても積極的に頸動脈造影検

査を行えば,内頸動脈病変の発見される頻度はふえる

ことが予想される。事実 Kollaritsら
13)は_過性ある

いは永続性の網膜虚血性暗黒発作を起こした70例中,

心疾患,外傷など明らかな原因のみられなかった症例

45例について頸動脈造影を行い,内頸動脈病変につい

て調べているが,そ のうち43例96%に内頸動脈分岐部

の狭窄あるいは閉塞などアテローマ性動脈硬化病変が

発見されたとしている。また Shahら 14)は 29例の網膜

動脈閉塞患者にDSA(digital subtraction angiogra‐

phy)検査を行い,頸動脈病変を検討した結果,45%に

同側の頸動脈病変を発見したとしている。頸動脈造影

検査はルチーン検査とするには侵襲が大きく, これ自

体のために CRAOや脳障害をひきおこすことがある
が
“
),今後 DSAな どのより侵襲の小さい検査法で代

用することにより,内頸動脈病変の発見される機会が

増えるのではないかと考えられる
15).

発表年 対象者 高血圧症 心疾患 糖尿病

1975

1982

1988

1990

54(人 )

15

22

36

20(%)

45

45

58

35(%) 6(%)

20

9

17

期待値
ホ

3.7

0.27

0.70

0.50
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次に男女比に関 しては過去のいずれの報告において

も男性罹患率が女性に比べ高率であったが 1)～ 4)“),今

回の報告でも同様であった。

また患側に関 しては左眼がわずかに多かった とする

Brownら 18),左右同じであった。Liversedge4)の 報告を
除いて,他 1)～ 3)14)は 右眼に多かった としてお り,今回の

検討でもこの傾向を確認できた。 しかし心臓粘液腫に
よるCRAOの 場合,圧倒的に左眼が多いとされてお
り10)H),そ の説明として,左総頸動脈の方が右腕頭動脈

よりも大動脈弓となす角度が小 さいため19)と 説明 され

ていることを考え合わせると,少な くとも心臓由来の
塞栓は左側に多 くなることが予想 される。それにもか

かわらず全体 として右の CRAOが 多いとすれば,他の
要因,例えば頸動脈での血栓形成,あ るいは網膜中心
動脈 レベルでの動脈硬化の程度などにおいて,右のほ
うが リスクが高いなんらかの原因が存在 していること

が想像される。

両側性の網膜動脈閉塞症は患者にとっては著 しい機

能障害をもた らすが,今回の調査において両側罹患例
は BRAOの 1例 (3%)の みであった。過去において
は両側罹患例 として,44例中 3例 (7%)1),84例 中 6

例 (7%)4),175例 中 6例 (3%)2),72例中 1例(1%)18)

などの頻度が報告 されている.両側性の本症をみた場
合,心大血管病変など全身性疾患の検索がなお一層必
要であろ う。).

塚原重雄教授の御校閲に感謝いたします.

(本論文の要旨は第 6回関東眼科学会において小暮が口

演した.)
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